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平成30年度 京都府立東舞鶴高等学校浮島分校 学校経営計画（ｽｸｰﾙﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾗﾝ）（計画段階）
平成30年４月

学校経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

☆夜間定時制高校としての役割を果たし、 （成果） １ 基礎・基本を重視した学習指導の充実

地域を支える勤労青少年の育成を目指す。 １ 授業補助者を効果的に配置することで (1) きめ細やかな学習支援を行い基礎学力の向上を図

課題のある生徒に支援ができた。 る。

１ 日々の授業を大切にするとともに、学 ２ ＩＣＴの活用、教材のプリントやスモ (2) 学習指導方法の改善を図るとともに、達成感や自己

習指導・進路指導・生徒指導の３つを一 ールステップ化などの工夫が生徒の理 肯定感・自己有用感が実感できる授業を展開する。

体的にとらえ、きめ細かい丁寧な指導を 解の向上に繋がった。

行うことにより学力を向上させ社会を生 ３ 積極的に生徒とのコミュニケーション ２ コミュニケーションを大切にした生徒指導の充実

き抜く力を身につける。 を取り、日々の連絡会等で共通認識を (1) 生徒の内面や生活状況等を把握し、適切なアドバイ

図り対応することで、退学、休学や長 スを心がけ、自立した社会人を育てる。

２ 生徒一人ひとりが家庭・地域社会で認 期欠席の生徒が例年と比べて少なかっ (2) 人権意識の高揚、規範意識の向上に取り組む。

められ、学校生活の様々な場で成就感・ た。また、目立った問題行動も少なく

達成感を持てる学校を目指す。 なっている。生徒にとって学校が居場 ３ 生徒一人ひとりの個性を尊重した教育活動の推進

所として機能している。 (1) 生徒の意欲、学校への帰属意識を高める学校行事･

３ 教師と生徒が共同し、基本的な規範意 ４ 後半には学校全体が落ち着いた状態と 生徒会活動の実践。

識と倫理観、公共心や思いやりなど、人 なり、生徒の授業に向かう姿勢が改善 (2) 生徒の将来を考えた進路指導の推進。

間性・社会性を育むとともに、安心・安 された。

全な学校づくりを目指す。 （課題） ４ 家庭・地域から信頼される学校づくりの推進

１ 主体的な学習参加の促進 (1) 保護者との連携を密にし、共通認識のもと生徒の指

２ 学習指導の工夫・改善 導にあたる。

３ 自己肯定感・自己有用感の育成 (2) 地域との連携を図り、様々な機会を通じて情報を発

４ 規範意識の向上と好ましい態度の育成 信するとともに、地域人材を活用する。

５ 授業規律確立に向け継続した指導 (3) 各生徒に応じた適切な支援を行う。

６ 系統立てた進路指導による希望進路の

実現

７ 保護者とつながり連携した指導

８ 個に応じた支援の充実
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評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成果と課題

基礎・基本 きめ細やかな学習支援を ＴＴによる授業や授業補助を活用し、生徒一人ひとりの学習を
を重視した 行い基礎学力の向上を図 支援する。
学習指導の る
充実 生徒個々の知識や理解の現状を把握し、生徒一人ひとりに目標

を持たせる授業を実践する。

小テスト、学習の振り返りを利用して、生徒の理解の状態をフ
ィードバックし、柔軟な指導を行う。

基礎的・基本的な問題演習に多く取り組み、反復することによ
り学習内容を定着させる。

学習指導方法の改善を図 段階を踏まえたスモールステップの組み立てとすることにより
るとともに、達成感や自 達成感を感じさせる授業を行う。
己肯定感・自己有用感が
実感できる授業を展開す アウトプットする時間を授業中に増やすなど、「主体的・対話
る 的で深い学び」の視点で授業に取り組む。

校内漢字検定の意欲をさらに高める。目標指標合格率60%

コミュニケ 生徒の内面や生活状況等 日頃から生徒一人ひとりに積極的に声掛けを行い、相談しやす
ーションを を把握し、適切なアドバ い関係を築く。
大切にした イスを心がけ、自立した
生徒指導の 社会人を育てる わずかな進歩でもしっかり評価し、積み重ねることの大切さを
充実 実感させる。

「あいさつの励行、話を聞く姿勢」を重点的に指導し、社会に
好意的に受け入れられるよう人格形成を行う。

生徒の自己決定の場を多く作り、ファシリテーターとしての役
割を意識しながら、自立できるようサポートする。

人権意識の高揚、規範意 不用意な発言に対しては不適切な理由を諭し、好ましい態度の
識の向上に取り組む 育成を図る。

対話を通して自尊感情を高め、規範意識やマナーを向上させる。

授業中の携帯電話や私語に対して粘り強く指導していく。
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生徒一人ひ 生徒の意欲、学校への帰 体育祭、文化祭、遠足等の学校行事・生徒会行事の取組を通し
とりの個性 属意識を高める学校行事･ て、生徒の協調性、規範意識や帰属意識を高める。
を尊重した 生徒会活動の実践
教育活動の 生徒会が主体となって行事を行うよう教員のサポート体制を整
推進 える。

集団の中での自分の役割を見つけ、生徒全員が参加できるよう
行事を工夫する。

生徒の将来を考えた進路 卒業後の方向を具体的に示して将来の展望を持たせる。
指導の推進

希望する進学・就職に向けて、学力面・面接等において十分な
準備ができるよう指導する。

家庭・地域 保護者との連携を密にし、家庭訪問、家庭連絡等により成績や出席状況の連絡を密に行い、
から信頼さ 共通認識のもと生徒の指 原級留置・中途退学の防止に努める。
れる学校づ 導にあたる
くりの推進 面談等を通じて情報提供と相談を行い、保護者と共に生徒の希

望進路の実現を図る。

地域との連携を図り、様 行政を始めとして、各種サポート事業を活用し、生徒の学ぶ意
々な機会を通じて情報を 欲や社会性を向上させる。
発信するとともに、地域
人材を活用する 行事ごとにホームページを更新する体制を作りあげる。

地域からの要望に対して真摯な態度で対応し、生徒に社会の中
でのあるべき姿についての指導を進める。

各生徒に応じた適切な支 教科担当、担任、養護が連携をとり、生徒一人ひとりの個性に
援を行う あった適切な支援を行う。

ユニバーサルデザインの視点に立ち、すべての生徒にとって学
びやすい授業を展開する。

生徒個々の状況を把握し、各種援護制度を積極的に活用する。

学ぶ意欲の高い生徒、進学希望の生徒に対し適切な学習支援を
行う。

特性を抱えている生徒に適切な支援をするとともに、在籍中だ
けでなく卒業後も外部機関と関われるよう窓口となる。
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学校関係者
評価委員会
による評価

次年度に向
けた改善の
方向性


